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岩の上町に移住された高木さんご家族

と
か
い
せ
ん

　高木大郷さん（40歳）、智恵子さん（38歳）ご夫妻は、ご家族で埼玉県川
越市から平戸市岩の上町に移住して来られました。海の近くに住みたいと
いう希望を叶え、平戸市での生活を満喫されているご家族を紹介します。

平戸での生活
　「平戸での生活は、想像以上に住みやすい環境
でした。まず、生活の中の音が変わりました」と
大郷さん。「埼玉での暮らしの中では人工的な音
が多かったのですが、平戸では鳥の声や風の音な
ど自然豊かな音に囲まれて気持ちが安らぎま
す」。絵画を趣味に持つ智恵子さんも、「休日
は、家族で市内をドライブしたり、平戸の風景を
描くことが楽しみです。今の自宅は、海にも徒歩
で行ける場所で、家族で釣りに行くことも楽しみ
の一つです。釣り友もできました」と笑顔で話し
ます。

今後について
　「移住することへの唯一の不安は、子ども達が
転校先の学校や生活に慣れるかどうかということ
でしたが、すぐに環境に馴染み、今では平戸の方
言も話します」と高木さんご夫妻。「外食も減
り、生活にゆとりができ、健康的になりました。
もっと早く移住すれば良かったと思っています。
コロナ禍で中止となった市内のイベントも将来参
加できることを楽しみにしています。気持ちや時
間にゆとりが
できた今の生
活を大切に、
これからも家
族で平戸巡り
をすることを
楽しんでいき
たいです」
と、充実した
生活を話して
いただきまし
た。
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市議会の詳しい情報は、平戸市議会のホームページをご覧ください。平戸市議会 検索

海と教会のある風景に一目惚れ。　　　
　　　　自然に囲まれた生活に大満足。
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平戸戸戸
の

チカラ
このコーナーでは、平戸市にU・Iターンし、
地域で元気に頑張っている皆さんをご紹介します。

高木さんご家族（撮影：大郷さん）

休日は家族で近所の釣り場へ智恵子さん作「平戸城」

だいごう ち え こ

移住へ決断
　島原市出身の大郷さんご家族は、令和２年８月
に埼玉県川越市から平戸市に移住して来られまし
た。川越市では、ご自宅が妻・智恵子さんのご実
家に隣接していたことから、ご両親の協力を得な
がら生活していましたが、マイホームの建替えの
検討を機に、将来は「大郷さんの地元へ」という
思いがあったことから移住を決断。「いつまでも
ご両親に甘えるのではなく、自立した生活を送ら
なければという思いもありました」と大郷さん。
住み慣れた地を離れることになった智恵子さん
は、両親を残しての移住となりましたが、「川越
市には姉妹がいるので安心しています」と、ご家
族での移住を決意しました。

平戸へ移住
　移住先の候補地としては、大郷さんの地元に近
い長崎県内で、海に囲まれた地に住みたいという
希望から、当初は五島市への移住を検討します。
しかし、五島市に移住されたご友人を訪れた際、
交通の不便さと先に移住された友人へ依存してし
まうことを懸念し断念。次の候補地として、智恵
子さんの好きな教会がある風景と海に囲まれた景
観の綺麗な平戸に魅力を感じ移住を決めました。
「平戸市には知り合いもいない状況でしたが、下
見の際に泊まった民宿の方の人の良さや市の移住
担当者の方の
丁寧な対応が
平戸への移住
の後押しとな
りました。今
でも感謝して
います」と話
します。


